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P − 163　　 妊娠の 進行に伴 う好中球機能の変化
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Oncostatin　M （OSM ） の妊娠中の 動

九州大

秦 健．一郎．月森清巳．小松

噂．］里テイニ斑狂

嘉村敏治．

大阪大、大阪警察病 院
＊

緒力功、 ド屋浩一一郎  森山明宏、徳川吉弘、

木村　正 、大橋
一．．一
友、束　干尋、村田雄二

：目的］好中球に おける 活憐酸素糎Zl駒 気能に淆 1三1

し，妊娠の 進行に 伴 う生 理 臼勺な好 中球機能の 変化

を明らか に する こ とを本研究 の 目的 と した ．　［方

法］対象は，百『常妊婦78例，正 常褥婦 12例および

lE 常非妊婦 10例 とした．正常妊婦は，妊娠初期 15

例．中期 35例、後期 28例の 3群に分類 した．活性

酸素種生成能の評価 に はス
ーパ ー

オキ シ ド （．02 ）

産生率と
．一酸化 窒素 （NO）産生量を 指標 とした．

説明と同意を得 た後，静脈ttll．を採取 し好 匚手1球を調

製 しfこ．02
一
産 ノヒ率は．NFor 如y！ Meし Leu　 Phe

（FMLP ）刺激時の チ トク u −一ム c 還 儿 に よる吸光

度変化か ら算定 した．NO産生量 は，　 Griess法に よ

り好中球培養 トニ清 中の 亜硝酸 イオ ン 〔NO2 ）濃度

を測定 した．解析に は 1：検定 を用 い た，　 「成績］

1）FMLP刺激 によ る好中球の 02 産生率は，妊娠初

期、中期，後期，褥婦お よび非妊婦群 に お い て 、

各 々 2．61± 0．54，　4．45± 2．08，　2．59± 0．50，　2．63

± 0．61，　2．70：二 〇．38　　1ユm 〔〕し．〆106ce　l上s／m し　〔・ILIIti・flli：

± SD）で．妊娠 中期におい て 有意に 高値 （
』
p、0．　Oj）

を示 した、2）培養 ヒ清中 の NOL，
．
濃1宴1は．各群聞で

有意な差は認め られなか っ た ，3バ 0合成酵索1；鵬 1菁

斉llで処理 した 妊娠後 期群の 好 liI球 で は ．　 FliLP刺 激

に よ る 02
一
産生 率は5．55−1．1．14で 、lllL

’
、1済11未処理

好申球の 4，03 ± 1．［3と比較 して 有 意に 高 値

〔pく0．OD を示 した．他群に おけるF、ILP刺 激に よ

る 02一
産生率は ．il［1．害剤処理 の 値 と未処理 の 仙 と

の 間 に有意 な差 はなか っ た．　 ［結論1 ［E常妊娠 の

妊娠中期で は 好中球 02 産生 率の 丿

．
し進が生 じて い

る こ と、妊娠 後期で は NO生 成系が好 中球 の OL， 産

生率に 関与 して い る こ とが示 峻され た ．こ の 好中

球 の 活性酸素種 生 成能の 変化 は微小循 環系 の ホ メ

オ ス タ シ ス に 関連す る現 象と考え られる．

［目的］生 休内 にお い て 多様な生物作用 を右する サ

イ トカイ ン の
．・

つ で あ るOncostatinM （OSM ） は

LeukCmia 　Inhibilory　Facter（LIF）と同 じく、［L−6

ス
ー一パー．・

フ ァ ミ リ
ー

に属 しLIFと レセ プタ
・一を 共有 し

て お り生殖医 学 領 域 に お い て 、妊娠維持 に深 く関与

して い る 可能性がある。今回我々 は、OSM の 妊娠 中

の 動態、及び初期脱溂漠の 産生能を角皐折 し、OSM の

生殖現象 にお け る 意義 を検 討 した。　 【方法ユ イ ン

フ ォ
ーム ドコ ンセ ン トを得 た うえで 非妊婦20人、妊

娠各時期 （初期
・
中期 ・後期） の 妊婦20人 ずつ 、末

梢 1↑ll中 の OSM の 濃度をモ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 を 矯 い 、

ELISA 法に て 測定した。　 OSM の 妊娠初期 （8週〜U

週）絨毛及 び 脱落膜における局在を免疫組織学的に

解析 した。また妊娠初期絨毛 及 び脱落膜 を 器官培 養

（6時間、12時間、24時間、48時開） し、OSM の 濃

度 をELISA 法によ り測定 し、これ らの 組織の OSM 産

生能を検討 した。　 【成續】（1）妊娠各時期の OSM の

ii1L中濃度 （初期 ；2  ．3± 3．7pg！m1 、中期 ；25．4±

4．6pg／ml 、　籍乏貝月　；ユ1．8± 2．6pglnll）　1・
’a．　丿P三タ王妬｝　（4．6±

1、8pg！m ］） に 比べ て 有意 に 高値を示 して お り （Pく

O．05）、妊娠後期は妊娠初期 ・中期に 比 べ て 有意に

低値 で あ っ た （P ＜〔，．05）。（2）OSM は妊娠初期脱落

膜細胞 の 器官培養 上 清中 に認め られ、絨毛細胞培養

上清中か らは検出で きなか っ た。（3）免疫組織染色で

脱落膜細胞にOSM の発現が認め られた。　【結論】血

中OSM 濃度は妊娠中に E昇 し、妊娠初期では脱落膜

よ り分泌 さ れ て い る こ とが 明 ら か と な っ た。
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